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行
動
す
る
。
］
、
［
成
功
と
幸

福
を
呼
ぶ
五
つ
の
テ
ー
マ

①
笑
顔
②
挨
拶
③
大
き
な

声
④
返
事
⑤
機
敏
な
動
作
］

等
、
貴
重
な
講
話
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。〈
星
野
〉

 

 会員スピーチの米山副会長

《
十
月
一
日
の
М
Ｓ
》 

行
田
市
倫
理
法
人
会
、
会
長
の

川
辺
秀
夫
氏
（
㈲
中
央
百
貨
店
）
を
お
招
き
し
、
『
私
の
商

い
、
倫
理
経
営
に
向
け
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
『
物
事
は
素
直

に
行
っ
た
方
が
良
い
。
心
は
表
現
（
心
）、
行
動
（
技
術
）
、

形
（
実
践
）
に
し
な
い
と
相
手
に
届
か
な
い
。
社
長
が
続
け

る
と
初
め
て
社
員
が
行
う
も
の
で
す
。
』
と
、
体
験
に
基
づ

か
れ
た
お
話
し
や
『
あ
る
デ
パ
ー
ト
の
社
長
が
社
員
を
集
め

て
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
全
て
の
物
を
出
し
て
下
さ
い
と
話
し

た
所
、
小
さ
な
ゴ
ミ
を
出
し
た
社
員
が
い
た
。
社
長
は
、
そ

の
社
員
に
、
ど
ん
な
小
さ
な
事
に
も
気
遣
い
を
す
る
大
切
さ

を
教
え
た
そ
う
で
す
。
』
と
、
経
営
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、［
チ
ュ
ー
オ
ー
商
い
基
本
三
考
則
①
商
売
の
基
本
、

原
点
は
売
上
追
求
で
は
な
い
。
②
商
売
に
は
特
別
施
策
は
何

も
な
い
。
③
顧
客
が
す
べ
て
、
す
べ
て
顧
客
様
の
た
め
に 

講師の川辺秀夫氏 

誓いの言葉を担当する永野氏 

【 

十
一
月
の
行
事
予
定 

】 

◆ 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー 

・
五
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

寄
居
・
秩
父
倫
理
法
人
会 

相
談
役 

奥
村 

隆
敏
（
シ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
㈱
） 

テ
ー
マ
『
倫
理
六
年
目
の
秋
』 

・
十
二
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

埼
玉
県
倫
理
法
人
会 

研
修
委
員
長 

坂
上 

成
人(

経
営
革
新
指
導
専
門
家)

 

テ
ー
マ
『
不
良
少
年
の
熟
成
』 

・
十
九
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

松
谷 

一
夫
（
㈱
松
や
） 

 

テ
ー
マ
『
母
親
の
う
し
ろ
姿
』 

・
二
十
六
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー 

 

森
田 

玲
子
（
日
本
家
庭
教
育
学
会
会
員
） 

テ
ー
マ
『
言
葉
の
不
思
議
・
・
・
』 

◆ 

経
営
者
の
集
い
（
ど
な
た
で
も
参
加
可
） 

・
十
八
日
（
木
）
十
九
時
～
二
十
時 

 

松
谷 

一
夫
（
前
記
参
照
願
い
ま
す
） 

テ
ー
マ
『
出
会
い
』 

◆ 

幹
部
研
修
（
ど
な
た
で
も
参
加
可
） 

・
二
十
五
日
（
木
）
十
九
時
～
二
十
時 

 

森
田 

玲
子
（
前
記
参
照
願
い
ま
す
） 

テ
ー
マ

『
日
本
の
創
生
パ
ー
ト
１
』 

人
へ
の
感
謝
の
思
い
を
教
え

て
く
れ
た
の
は
父
親
で
あ
る

こ
と
に
気
付
く
と
と
も
に
、

親
へ
の
思
い
を
寄
せ
、
つ
な

が
り
に
感
謝
す
る
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
出
て
く
る
。
」
等
貴
重

な
体
験
談
に
、
大
変
感
動
し

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
誠
に
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講師の作村氏（埼玉県の副事務長）
《
十
月
八
日
の
М
Ｓ
》
埼
玉
県
倫
理
法
人
会
副
事
務
長
の 

作
村
直
人
氏
（
富
士
産
業
㈱
）
を
お
招
き
し
、『
継
承
の
倫
理
』

を
テ
ー
マ
に
、
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
①
創
業
者

＆
先
代
へ
の
敬
愛
の
心
②
耳
に
従
う
勇
気
と
謙
虚
さ
を
も
つ

こ
と
③
初
心
を
忘
れ
ず
、
勇
敢
に
リ
ス
ク
を
と
り
な
が
ら
も
、

経
営
の
改
革
を
急
が
な
い
こ
と
。
◆
成
功
の
秘
訣
は
、
継
続
に

あ
り
。
継
続
と
は
前
進
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
蓄
積
が
不
可
欠
。
◆
気
力
の
源
は
何
か
？
①
自
己
存
在

の
原
点
で
あ
る
親
祖
先
（
命
の
元
）
②
自
分
の
存
在
を
支
え
て

く
れ
る
あ
ら
ゆ
る
人
・
物
へ
の
感
謝
の
思
い
（
注
が
れ
た
愛
の

自
覚
）
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
倫
理
を
学
び
、

永
野
氏
（
㈱
新
興
設
備
）
は

後
継
者
倫
理
塾
の
八
期
生
。
同

塾
や
Ｍ
Ｓ
の
講
師
の
先
生
の
お

話
を
聞
く
中
で
、
た
く
さ
ん
気

付
き
を
頂
い
て
い
ま
す
。
本
当

に
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
精
一
杯
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
、
と
決
意
を
語
る
。

会員スピーチの永野洋志会員 

会
場
変
更
の
お
知
ら
せ 

十
一
月
か
ら
来
年
の
一
月
末
日
ま
で
、

会
場
は
南
越
谷
一
丁
目
自
治
会
館
で
す
。 
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会員スピーチの原田慎也氏 

草加市で生まれた講師の北嶋氏 

 

本
日
の
会
員
ス
ピ
ー
チ
は
、
後
継
者
倫
理
塾
七
期
生

の
原
田
慎
也
氏
。（
㈱
新
興
設
備
）「
社
長
か
ら
声
を
か

け
ら
れ
Ｍ
Ｓ
に
出
席
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
社
長
が
自

分
に
期
待
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
感
謝
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
副
事
務
長
で
期
待
の
星
。 

《
十
月
十
五
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

越
谷
市
倫
理
法
人
会
専
任

幹
事
の
北
嶋
敏
久
氏
（
㈱
北
陽
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、

『
襟
元
を
正
し
て
再
出
発
』
を
テ
ー
マ
に
「
倫
理
法
人

会
に
入
会
は
し
て
い
た
が
、
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
悩
み
を
解
決
す
る
に
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
だ
よ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
、
思
い
き
っ
て
出
席
し
た
所
、
良
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
、
と
初
め
て
言
わ
れ
、
何
か
違
う
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。
」
そ
し
て
「
人
生
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
な
く
生
き
て
き
た
自
分
が
、
倫
理
を
学
ぶ
に
つ

け
感
謝
の
気
持
ち
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
」
と
、
貴
重
な
体
験
談
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
感
謝
。

 

《
東
南
地
区
「
合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ご
案
内
》 

・ 

開
催
日
時
：
十
一
月
十
二
日
（
金
）
受
付
十
七
時
半
～ 

開
始
＆
パ
ー
テ
ィ
ー 

十
八
時
～ 

・ 

会
場
：
越
谷
市
中
央
市
民
会
館 

４
階
会
議
室 

越
谷
市
越
ケ
谷
４
の
１
の
１ 

℡
９
６
６
の
６
６
２
２ 

・ 

講
演
：
テ
ー
マ
『
人
生 

明
る
く 

元
気
で 

面
白
く
』 

 

・ 

講
師
：
倫
理
研
究
所
法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー 

 
 

倫
理
経
営
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

 

小
山 

久
雄 

氏 

・ 

参
加
費
：
千
円 

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
９
６
０
の
２
９
２
５
）
ま
で 

会
員
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
幹
事
の
大
住
氏
（
プ
リ
ン
ト

ピ
ア
㈲
）
が
「
今
日
の
輪
読
は
明
朗
愛
和
で
し
た
。
新

た
め
て
自
分
も
明
朗
愛
和
の
精
神
で
頑
張
る
こ
と
の

決
意
を
表
明
。
そ
し
て
、
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
よ
う
、

笑
顔
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
発
信
に
感
謝
し
ま
す
。

 
 

《
東
南
地
区
『
親
睦
旅
行
』
の
ご
案
内
》 

美
味
し
い
料
理
を
囲
み
な
が
ら
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

＆ 

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ 

 

・
日
程
：
十
一
月
十
四
日
（
日
）
～
十
五
日
（
月
） 

・
集
合
場
所
：
伊
香
保
温
泉 

ホ
テ
ル
「
松
本
楼
」 

・
ホ
テ
ル
の
電
話 

０
２
７
９
の
７
２
の
３
３
０
６ 

・
集
合
時
間
：
十
七
時
（
現
地
集
合
）
十
五
日
の
朝
解
散 

・ 

参
加
費
：
一
万
四
千
円 

皆
さ
ん
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い 

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
９
６
０
の
２
９
２
５
）
ま
で 

会員スピーチの大住賢治氏 

《
十
月
二
十
二
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

八
潮
市
倫
理
法
人
会
の

佐
藤
博
信
会
長
（
㈲
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
ズ
）
を
講
師
に

お
招
き
し
『
繁
栄
の
岐
路
（
夫
婦
は
一
対
の
反
射
鏡
』

を
テ
ー
マ
に
「
若
い
頃
か
ら
倫
理
を
学
べ
る
こ
と
は
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
倫
理
を
学
ん
で
、
家
族
を
大

切
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
そ
し
て
「
Ｍ
Ｓ
で
講
話

を
、
良
い
話
だ
っ
た
と
終
わ
ら
ず
に
、
実
践
し
て
欲
し

い
。
実
践
し
な
い
と
意
味
が
な
い
で
す
。
」
ま
た
倫
理

法
人
会
に
入
会
し
て
、
「
お
墓
参
り
・
挨
拶
運
動
・
ゴ

ミ
拾
い
、
清
掃
活
動
等
の
大
切
さ
を
学
び
、
気
付
い
た

事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
自
分
と
し
て
は
、
倫
理

は
感
謝
へ
の
勉
強
、
修
業
で
あ
る
、
と
考
え
ま
す
。
」

等
、
素
晴
ら
し
い
講
話
に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

荒川区で生まれた講師の佐藤氏
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